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倒産は49件に減少、⼩・零細規模の息切れが目⽴つ
〜 2021年1-7月の「宿泊業の倒産動向」調査 〜
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東京商工リサーチ

2021年1-7月の宿泊業倒産（負債1,000万円以上）は累計49件（前年同期⽐37.9％減）で、前
年同期の79件から大幅に減少した。ただ、新型コロナ関連倒産が27件（構成⽐55.1％）と過半数を超え
た。⻑引くコロナ禍の影響が深刻さを増し、月を追うごとにコロナ関連倒産の⽐率が⾼まっている。

2020年の新型コロナウイルス感染拡大でインバウンド需要が消失し、国内では緊急事態宣言の

相次ぐ発令などで人の移動が大幅に制限された。また、2020年7月には国内旅行の需要喚起策と

して「GoToトラベル」キャンペーンが開始されたが、新型コロナ感染第三波により11月には停止

された。

政府の積極的な資金繰り支援策に加え、持続化給付金や雇用調整助成金などの各種支援で一時

的に資金繰りが緩和され、倒産抑制につながっている。ただ、コロナ慣れや自粛疲れも広がり、

緊急事態宣言やまん延防止等重点措置地域外の人の動きも出始め、新型コロナの感染者数は8月

に入り急増している。

2021年の企業倒産は記録的な低水準が続くが、2021年4月・5月を除く月ごとの宿泊業倒産は、

半数以上がコロナ関連倒産で、長期化するコロナ禍で宿泊業の疲弊感は高まっている。

観光業界の業況回復見通しは依然として不透明だ。宿泊業者の経営努力は当然だが、同時にこ

うした努力の効果は限定的で、周辺地域を巻き込んだ集客策も欠かせない。業界の事業構造の転

換だけでなく、自治体も参加した弾力的な支援策が求められている。

倒産は49件に減少、⼩・零細規模の息切れが目⽴つ
〜 2021年1-7月の「宿泊業の倒産動向」調査 〜

◇ ◇ ◇

新型コロナ関連倒産が過半数

2021年1-7月の宿泊業倒産は累計49件（前年同期比37.9％減）で、2年ぶりに前年を下回った。

前年同期は新型コロナウイルス感染拡大が始まった局面で、倒産が急増（同102.5％増）したが、

政府や金融機関の支援効果で2020年後半以降の倒産は抑え込まれている。

負債総額は1,203億3,600万円（同173.2％増）で、2年ぶりに前年を上回った。5月に特別清算

開始決定を受けた（株）東京商事（東京都、負債1,004億8,300万円）が14年ぶりの負債1,000億

円超の大型倒産となり、負債総額を押し上げた。

2021年1-7月の宿泊業倒産のうち、新型コロナウイルス感染拡大に伴う影響を一因とした倒産

は27件で、全体の過半数（構成比55.1％）を占めた。月別の構成比は、新型コロナウイルス感染

が広がり始めた2020年4月に60.0％、5月には80.0％にのぼった。その後は落ち着きを見せていた

が、2021年5月から急上昇し、7月は最高の83.3％を占めた。
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負債額別 1億円以上5億円未満が最多

負債額別の最多は、1億円以上5億円未満の22件（前年同期比26.6％減）で、全体の4割超（構

成比44.8％）を占めた。次いで、1千万円以上5千万円未満が12件（同24.4％）、5千万円以上1億

円未満（前年同期同数）と10億円以上（同50.0％減）が各6件で続く。

負債5億円以上の構成比（18.3％）が前年同期（32.9％）より14.6ポイント下げた一方、1億円

未満の構成比は7.6ポイント上昇（29.1→36.7％）した。コロナ禍の長期化に伴い、倒産は中堅

規模から息切れが見え始めた小・零細規模へ広がりをみせている。

原因別 不況型倒産が約9割

原因別の最多は、「販売不振」の39件（前年同期比23.5％減）で、宿泊業倒産の約8割（構成

比79.5％）を占めた。構成比は前年同期（64.5％）より15ポイント上昇した。

そのほか、「既往のシワ寄せ（赤字累積）」が4件、代表者死亡などを含む「その他」と「設

備投資過大」が各2件で続く。

『不況型倒産』（既往のシワ寄せ＋販売不振＋売掛金等回収難）は43件で、宿泊業倒産の約9

割（構成比87.7％）を占めた。

2021年1-7月宿泊業 負債額別倒産状況

当期 構成比 前年同期比 前年同期 当期 構成比 前年同期比 前年同期

10億円以上 6 12.24% ▲50.00% 12 112,573 93.54% 324.67% 26,508

5億円以上 3 6.12% ▲78.57% 14 2,251 1.87% ▲76.20% 9,461

1億円以上 22 44.89% ▲26.66% 30 4,829 4.01% ▲33.06% 7,215

5千万円以上 6 12.24% 0.00% 6 407 0.33% 8.24% 376

1千万円以上 12 24.48% ▲29.41% 17 276 0.22% ▲42.01% 476

合計 49 100% ▲37.97% 79 120,336 100% 173.26% 44,036

件数 負債総額（百万円）
負債額

2021年1-7月宿泊業 原因別倒産状況

当期 構成比 前年同期比 前年同期 当期 構成比 前年同期比 前年同期

 事業上の失敗 1 2.04% ▲50.00% 2 42 0.03% ▲96.59% 1,233

 事業外の失敗 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 390

 融手操作 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

（小計） ( 1 ) ( 2.04% ) (▲66.66% ) ( 3 ) ( 42 ) ( 0.03% ) (▲97.41% ) ( 1,623 )

 運転資金の欠乏 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 4,688

 金利負担の増加 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

（小計） ( 0 ) ( 0.00% ) (▲100.00% ) ( 1 ) ( 0 ) ( 0.00% ) (▲100.00% ) ( 4,688 )

他社倒産の余波 1 2.04% ▲75.00% 4 436 0.36% ▲83.85% 2,700

既往のシワ寄せ ①赤字累積 4 8.16% ▲75.00% 16 101,410 84.27% 523.14% 16,274

信用性低下 取引先の打切り 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

販売不振 ② 39 79.59% ▲23.52% 51 15,351 12.75% ▲15.13% 18,089

売掛金等回収難 ③ 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

在庫状態悪化 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

設備投資過大 2 4.08% - 0 2,080 1.72% - 0

その他 偶発的原因 2 4.08% ▲50.00% 4 1,017 0.84% 53.62% 662

49 100.00% ▲37.97% 79 120,336 100.00% 173.26% 44,036

43 87.75% ▲35.82% 67 116,761 97.02% 239.78% 34,363不況型倒産（①+②+③）

負債総額（百万円）

合計

主因 明細
件数

放漫経営

過小資本
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従業員数別 5人未満が6割

従業員数別では、5人未満が30件（前年同期比23.0％減）で最多。全体の6割（構成比61.2％）

を占めた。そのほか、5人以上10人未満が7件（同14.2％）、10人以上20人未満が5件。

300人以上の大型倒産は前年に引き続き発生しなかった。

地区別 増加2、減少5、同数2

地区別では、2地区で増加、5地区で減少、同数が2地区だった。増加は北海道（1→3件）、関

東（13→15件）。減少は北陸（4→1件）、中部（22→8件）、近畿（16→6件）、東北（10→4件、

九州（7→6件）の5地区。中国（5件）と四国（1件）が前年同期同数だった。

2021年1-7月宿泊業 従業員数別倒産状況

当期 構成比 前年同期比 前年同期 当期 構成比 前年同期比 前年同期

300人以上 0 0.00% -  0 0 0.00% -  0

50～299人 4 8.16% ▲20.00% 5 8,604 7.14% ▲2.74% 8,847

20～ 49人 3 6.12% ▲70.00% 10 1,917 1.59% ▲78.59% 8,956

10～ 19人 5 10.20% ▲58.33% 12 904 0.75% ▲90.21% 9,242

5～ 　9人 7 14.28% ▲46.15% 13 1,799 1.49% ▲39.75% 2,986

～   4人 30 61.22% ▲23.07% 39 107,112 89.01% 664.81% 14,005

合計 49 100% ▲37.97% 79 120,336 100% 173.26% 44,036

件数 負債総額（百万円）
従業員数

2021年1-7月宿泊業 地区別倒産状況

当期 構成比 前年同期比 前年同期 当期 構成比 前年同期比 前年同期

北海道 3 6.12% 200.00% 1 603 0.50% 54.61% 390

東北 4 8.16% ▲60.00% 10 348 0.28% ▲89.75% 3,396

関東 15 30.61% 15.38% 13 106,165 88.22% 1686.08% 5,944

中部 8 16.32% ▲63.63% 22 3,837 3.18% ▲75.88% 15,910

北陸 1 2.04% ▲75.00% 4 16 0.01% ▲99.47% 3,026

近畿 6 12.24% ▲62.50% 16 1,851 1.53% ▲80.81% 9,646

中国 5 10.20% 0.00% 5 2,887 2.39% ▲15.11% 3,401

四国 1 2.04% 0.00% 1 52 0.04% 246.66% 15

九州 6 12.24% ▲14.28% 7 4,577 3.80% 98.31% 2,308

合計 49 100% ▲37.97% 79 120,336 100% 173.26% 44,036

地区
件数 負債総額（百万円）

2021年1-7月 主な「宿泊業」の倒産

資本金 負債額

（千円） （百万円）

320178285  （株）東京商事 東京都 20,000 100,483  既往のシワ寄せ  特別清算

952173042  （株）フェリーチェ 沖縄県 8,000 3,673  販売不振  破産

296857092  （株）ビスタホテルマネジメント 東京都 50,000 3,500  販売不振  民事再生法

752024850  （株）ＢＪＣ 山口県 30,000 2,000  設備投資過大  特別清算

440073260  ＮＡＧＡＯＫＡ管理（株） 静岡県 10,000 1,700  販売不振  破産

521023963  （株）松浪 三重県 10,000 1,217  販売不振  民事再生法

576139688  （株）グラッドシステムズ 大阪府 10,000 971  その他  民事再生法

870564897  （有）クルメシティコーポレーション 福岡県 3,000 660  販売不振  破産

670236829  ＹＯ（株） 兵庫県 22,500 620  既往のシワ寄せ  破産

352099780  （株）ＴＲＡＳＴＡ 東京都 10,000 460  販売不振  破産

企業コード 倒産形態商号 所在地 倒産原因


